
  

   第１１２回  仏教公開講座 
 

年間テーマ  

生きるって どういうこと  
サブテーマ（教区御遠忌テーマ） 

『眼
まなこ

をひらく 心
こころ

をひらく』 

 

真宗大谷派岐阜教区・岐阜別院   

 

 

   

 

日  時  ２０１３年１０月２０日（日）午後６時３０分～８時３０分 

 講  師  竹橋 太 氏（真宗大谷派宗務所 本廟部出仕） 

  講  題  『お内仏に手を合わせる――真宗門徒の生活――』 

  日  程  午後６時３０分  真宗宗歌・正信偈（同朋奉讃式） 

                 ６時４５分  講 義 

                 ８時１５分  質問の時間 

                 ８時３０分  恩徳讃・閉会 

 

 

 

 

 

講師紹介 

竹橋 太（たけはし ふとし） 

真宗大谷派本廟部出仕。北海道教区法圓寺副住職。1962年北海道生まれ。大谷

大学大学院博士課程修了、インド仏教学専攻。 

著書に、『親鸞』共著 真宗教団連合編 朝日新聞出版 

『金剛般若経の研究』共著 春秋社。 

 

 

  

 

 

 

 

いつでも・どこからでも聞ける〝テレホン法話〟お電話ください。℡058-265-0033 

先生からのメッセージ  

仏教は「私」に生き方を教えてくれる、仏教は心の教えである……、ど

ちらでもありません。仏教は、「私」がいま・ここに・いること、そのこ

とを問題としています。「善い生き方」、「悪い心」などと言っているの

は「私」に他なりません。仏教を利用しようとしているのです。そういう

「私」から自由になってみませんか？ 


